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著　者 発表年 年齢 性 部　　位 備　　　考
1 中村，毘※ 1968 40 ♀ L6部
2 鈴木，橿※ 1972 63 ♂ 上下顎数ヵ所
3 鈴木湿※ 1972 58 ♀ 上下顎数ヵ所
4 熊本湿 1974 60 ♂ 旦歯」部 熊本，他（197も※
5 高井湿 1976 62 ♀ 右側上顎結節部
’6 高井描 1976 64 ♀ 右側下顎角部
7 岸本逓 1976 32 ♂ 全顎 岸本，他（197る※
8 西嶋超 1978 57 ♀ ヱ⊥鎚主部
綱島，他（19駕※
9 西嶋超 1978 40 ♀ 丁］部 　　　　　13）※ｪ本，他（1976）
10 川上違 1978 63 ♀ 一18部 　　　　　θ※?縺C他（1978）
一11 川上，他 1980 53 ♀ 61相当部 本論文
注：※印は学会発表を示す．なお備考には同一症例の学会発表を記した．
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囲骨が義歯装着後受けた咬合による刺激および同
部に生じた小潰瘍からの感染などにより吸収を被
り，その結果として腫瘍塊が遊離したものと考え
ることができる．組織学的にも間質には円形細胞
浸潤が著しく，一部には組織融解を起こしている
部もみられたことが，これを裏付けしている．従っ
て本症例の場合，額蝕により右側下顎第1大臼歯
の抜去を受けた際，注意深いX線診査がなされ，
また抜去歯牙にも詳細な観察がなされていたな
ら，その時点で発見できたものと考えられる．
最後に本翔こおけるgigantiform　cementoma
の症例を通覧してみると，平均年齢53．8歳，女性
8．例，男性3例，発生部位に関しては上顎4例，
下顎4例，上下顎3例となっている．この統計か
ら，本腫瘍の発生部位に特徴はみられないが，女
性に多く発生しやすいことがわかる．このことは，
Pindborg　and　Kramer（1971）14｝の記載している
臨床上の特徴とよく一致している．また，発現年
齢に関しても本邦における症例の平均年齢とほぼ
一致しているが，発見が遅れるため，結果として
この年齢層に発見されることになるのであろう．
　なお，本邦におけるgigantiform　cementoma
を初め，benign　cementoblastoma，　cementifying
fibromaおよびperiapical　cemental　dysplasia
の症例報告を通覧すると，臨床上の統計などに関
してはこれらの診断名により区別はせずに
cementomaとして一括して論じているものが多
いが，各疾患にはそれぞれ固有の臨床上あるいは
病理組織上の特徴があるので（Pindborg　and
Kramer，1971　le），区別して行なわなけれぽ意義
は少ないと言わざるを得ない．
結 語
　著老らは53歳女性の右側下顎第1大臼歯相当
部に発見されたgigantifom　cementomaの1症
例を経験した．X線像では一層のX線透過帯で骨
質と明瞭に区別されたX線不透過像として観察さ
れ，病理組織学的には封入細胞の少ない原生セメ
ント質類似の硬組織が不規則に形成されていた
が，モザイク模様は認められなかった。
　稿を終るに臨み，懇篤なるご指導とこ校閲を載
いた本学口腔病理学教室枝　重夫教授に感謝の
意を表する．
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